
去
る
１
０
月
２
６
日
（
金
）
、

自
由
イ
ン
ド
太
平
洋
連
盟
は
、
衆

議
院
第
一
会
館
内
に
お
い
て
連
盟

結
成
式
を
行
っ
た
。
同
連
盟
は
、

中
国
の
覇
権
・
侵
略
を
断
固
阻
止

し
、
ア
ジ
ア
の
自
由
と
人
権
を
守

る
こ
と
、
中
国
の
支
配
下
に
あ
る

各
民
族
の
自
立
と
基
本
的
な
人
権

を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

中
国
支
配
下
ま
た
は
影
響
下
に
あ

る
各
民
族
が
団
結
し
結
成
し
た
組

織
で
あ
る
。
結
成
式
に
は
ウ
イ
グ

ル
、
南
モ
ン
ゴ
ル
（
内
モ
ン
ゴ
ル
）
、

チ
ベ
ッ
ト
、
台
湾
、
香
港
、
イ
ン

ド
、
日
本
な
ど
か
ら
各
民
族
約
１

０
０
名
が
参
加
し
た
。

結
成
式
に
お
い
て
は
当
初
、
南

モ
ン
ゴ
ル
代
表
で
副
会
長
のS

h
o

b
s
h
u
u
d

T
e
m
t
s
e
l
t

氏
の
発

意
で
、
中
国
共
産
党
に
よ
り
犠
牲

と
な
っ
た
多
く
の
人
々
へ
の
哀
悼

の
意
を
表
し
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
同
氏
か
ら
準
備
委
員
会

経
過
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、

引
き
続
き
各
民
族
代
表
に
よ
り
各

地
域
に
お
け
る
中
国
共
産
党
に
よ

る
人
権
弾
圧
の
状
況
等
に
関
す
る

現
状
報
告
が
実
施
さ
れ
た
。

現
況
報
告
は
約
１
時
間
半
に
及

び
、
各
民
族
代
表
は
、
中
国
共
産

党
に
よ
り
各
民
族
が
ど
の
よ
う
に

弾
圧
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
、
現

在
ど
の
よ
う
に
弾
圧
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
特
に
ウ

イ
グ
ル
に
お
い
て
は
２
年
前
か
ら

状
況
が
悪
化
。
連
盟
会
長
のR

e
b

i
y
a

K
a
d
e
e
r

氏
を
は
じ
め
、

ウ
イ
グ
ル
に
親
族
を
残
し
て
い
る

ウ
イ
グ
ル
民
族
代
表
ら
は
、
自
身

の
親
族
に
起
き
て
い
る
悲
惨
な
状

況
に
つ
い
て
語
り
、
中
国
共
産
党

の
反
文
明
的
な
行
為
を
激
し
く
糾

弾
し
た
。

結
成
式
に
は
国
内
主
要
メ
デ
ィ

ア
を
は
じ
め
多
数
メ
デ
ィ
ア
が
参

加
。
当
日
の
う
ち
に
結
成
式
の
状

況
や
中
国
に
お
い
て
弾
圧
を
受
け

る
各
民
族
の
訴
え
な
ど
が
報
道
さ

れ
た
。

連
盟
副
会
長
のS
h
o
b
s
u
u
d

Te
m
ts

e
l
t

氏
は
、
結
成
式
最
後

に
「
我
々
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
モ
ン

ゴ
ル
独
立
を
勝
ち
取
る
た
め
日
本

人
と
共
に
戦
っ
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
戦
い
に
お
い

て
モ
ン
ゴ
ル
人
も
日
本
人
も
命
を

失
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史

は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

我
々
モ
ン
ゴ
ル
人
は
も
う
一
度
日

本
人
と
共
に
自
由
と
民
主
を
勝
ち

取
り
た
い
。
我
々
の
兄
弟
で
あ
る

ウ
イ
グ
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
も

ち
ろ
ん
台
湾
・
香
港
人
も
同
じ
よ

う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。
」

と
、
同
じ
く
副
会
長
の
石
井
氏
は

「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
自
由
を
守
る

砦
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
語
っ
た
。
自
由
イ
ン
ド
太
平
洋

連
盟
の
本
部
が
日
本
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
ア
ジ
ア
各
国
・

民
族
か
ら
の
日
本
へ
の
期
待
が
伺

え
る
。
過
去
、
我
々
日
本
人
は
、

ア
ジ
ア
に
対
す
る
欧
米
列
強
に
よ

る
侵
略
に
対
し
、
日
本
及
び
ア
ジ

ア
の
国
々
の
た
め
命
を
賭
し
て
独

立
を
支
援
し
た
。
そ
し
て
現
在
、

ア
ジ
ア
各
国
の
人
々
は
、
中
国
に

よ
る
覇
権
・
侵
略
に
対
し
、
再
度

我
々
日
本
人
に
支
援
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
は
ど

の
よ
う
に
立
ち
振
る
舞
う
べ
き
か
？

日
本
の
一
挙
手
一
投
足
に
ア
ジ
ア

各
国
が
注
目
し
て
い
る
。

〈
各
民
族
代
表
発
言
の
要
旨
〉

・
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
代
表

中
国
共
産
党
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お

い
て
民
族
浄
化
や
恐
怖
を
与
え
て

チ
ベ
ッ
ト
人
を
洗
脳
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
行
為
は
人
類
そ
の
も
の

へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
誤
っ
た
中
国

を
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
弾
圧
に
国
際

社
会
が
注
目
し
て
ほ
し
い
。

・
自
民
党
衆
院
議
員

三
ツ
林
裕

巳
氏私

は
か
つ
て
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

に
医
者
と
し
て
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
優
し
く
て
生
き
生
き
し
て
い

た
ウ
イ
グ
ル
人
が
祖
国
を
捨
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
見
過
ご

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
連
盟
の
活

動
を
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き

た
い
。

・
南
モ
ン
ゴ
ル
代
表

中
国
に
侵
略
さ
れ
て
７
１
年
、

い
ま
も
弾
圧
は
続
い
て
い
る
。
中

国
は
資
源
も
略
奪
し
て
お
り
、
６

０
パ
ー
セ
ン
ト
が
砂
漠
化
し
て
い

る
。
ラ
ビ
ア
氏
の
元
、
自
由
イ
ン

ド
太
平
洋
連
盟
を
発
足
さ
せ
た
こ

と
で
、
南
モ
ン
ゴ
ル
や
ア
ジ
ア
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

・
イ
ン
ド
代
表

イ
ン
ド
は
周
辺
の
国
々
を
中
国

に
よ
っ
て
侵
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

私
た
ち
は
自
由
と
独
立
を
獲
得
す

る
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
連
盟
は
そ
の
使
命
を
果
た
し

て
い
く
第
一
歩
で
あ
る
。
イ
ン
ド

は
日
本
と
手
を
取
っ
て
支
援
活
動

で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
中

共
は
覇
権
主
義
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
敵
が
増
え
、
自
壊
す
る

運
命
に
あ
る
。

・
ベ
ト
ナ
ム
代
表

ベ
ト
ナ
ム
に
は
二
つ
の
敵
が
あ

る
。
一
つ
は
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
で
、

も
う
一
つ
は
中
共
で
あ
る
。
我
々

の
使
命
は
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、

南
モ
ン
ゴ
ル
を
助
け
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
団
結
し
て
連

携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
台
湾
代
表
代
理

台
湾
は
国
で
あ
る
と
言
う
こ
と

を
自
由
に
言
え
な
い
。
中
国
か
ら

の
圧
力
も
日
に
日
に
増
し
て
い
る
。

・
満
州
国
亡
命
政
府

満
州
は
ソ
ビ
エ
ト
と
中
国
に
領

土
を
占
拠
さ
れ
た
。
中
共
の
独
裁

的
政
権
で
３
０
０
万
人
が
亡
く
な
っ

た
。
満
州
国
亡
命
政
府
は
国
際
社

会
か
ら
の
応
援
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
場
に
い
る
各
団
体
と
連
携
し

た
い
。

・
ウ
イ
グ
ル
代
表

自
由
イ
ン
ド
太
平
洋
連
盟
は
、

日
本
政
府
の
支
援
の
元
に
成
立
し

た
。
ア
ジ
ア
で
最
も
自
由
な
日
本

で
結
成
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言

す
る
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
私

を
議
長
に
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
を

感
謝
す
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
は
世
界

に
２
５
０
０
万
人
い
る
が
、
中
国

は
１
５
０
０
万
人
と
発
表
し
て
い

る
。
あ
と
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
ど
こ

へ
行
っ
た
の
か
？
現
実
は
５
０
０

～
７
０
０
万
人
が
収
容
所
に
入
っ

て
い
る
。
現
状
は
第
二
次
世
界
大

戦
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
強
制
収
容
所
と

変
わ
ら
な
い
。
我
々
の
問
題
は
既

に
人
権
問
題
の
域
を
越
え
て
い
る
。

私
の
可
愛
い
妹
は
先
日
、
中
共
に

処
刑
さ
れ
た
。
中
国
の
行
為
は
全

世
界
に
対
す
る
挑
発
行
為
で
あ
り
、

世
界
が
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

〈
自
由
イ
ン
ド
太
平
洋
連
盟
役
員

及
び
各
民
族
代
表
〉

・
ウ
イ
グ
ル

R
e
b
i
y
a

K
a
d
e
e
r

（
ウ
イ

グ
ル
民
族
最
高
指
導
者
）
※
会
長

U
m
i
t

H
a
m
i
t

（
ラ
ビ
ア
・

カ
ー
デ
ィ
ル
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
台
湾

事
務
所
代
表
）

ク
ッ
ト
ゥ
ル
ッ
ク

ヒ
ガ
ツ
ト

ツSari
h
Hu

daya
r

・
チ
ベ
ッ
ト

Namgyal
Dolkar

（
チ
ベ
ッ

ト
亡
命
政
権
国
会
議
員
）
※
副
会

長Tash
i
Ts

erin
g

Tenz
in

T
sund

ue
・
南
モ
ン
ゴ
ル

S
h
o
b
s
u
u
d

T
e
m
t
s
e
l
t

（
世
界
南
モ
ン
ゴ
ル
会
議
・
ク
リ

ル
タ
イ
代
表
）
※
副
会
長

O
l
h
u
n
u
u
d

D
a
i
c
h
i
n

（
世
界
南
モ
ン
ゴ
ル
会
議
・
ク
リ

ル
タ
イ
幹
事
長
）

チ
メ
ド

ジ
ャ
ガ
ル

・
イ
ン
ド

Vi
jay

Kran
ti

・
ベ
ト
ナ
ム

T
e
r
e
s
a

T
r
a
n

K
i
e
u

N
g

oc・
台
湾

曾
建
元

・
日
本

小
島
孝
之

※
事
務
局
長

石
井
英
俊

※
副
会
長

〈
活
動
計
画
〉

１
、
中
国
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
、
チ

ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
弾
圧
の
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、
「
国
際
調
査
団
」
の
派
遣

を
要
求
す
る
。

２
、
現
況
は
、
人
権
を
保
護
し
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
認
め
な
い
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
違
反
す
る
た
め
、

２
０
２
２
年
北
京
開
催
の
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
見
直
し
をI

O
C

（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）

に
求
め
る
。

３
、
米
国
ル
ビ
オ
上
院
議
員
ら
が

米
国
政
府
・
議
会
に
要
請
し
て
い

る
、
人
権
侵
害
に
関
わ
っ
た
外
国

政
府
高
官
に
適
用
さ
れ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
マ
グ
ニ
ツ
キ
ー
法
」
で
、

第
一
標
的
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
と
し

て
陳
全
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

党
書
記
の
制
裁
を
求
め
る
。
順
次
、

他
の
政
府
高
官
に
も
要
求
す
る
。

４
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
南

モ
ン
ゴ
ル
な
ど
で
中
国
政
府
が
強

行
し
て
い
る
宗
教
、
文
化
、
言
語

な
ど
の
抹
殺
行
為
を
や
め
さ
せ
る
。

５
、
チ
ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
中
国
が
行
っ
て

い
る
環
境
破
壊
を
直
ち
に
止
め
さ

せ
る
。
被
害
は
隣
接
す
る
国
々
に

も
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

６
、
突
然
の
失
踪
、
逮
捕
、
臓
器

狩
り
な
ど
、
国
家
に
よ
る
テ
ロ
行

為
を
直
ち
に
止
め
さ
せ
る
。

７
、
日
本
政
府
が
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
、
中
国
な
ど
の
残
虐
な

人
権
弾
圧
に
抗
議
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
。

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
拠
点
を

置
く
満
州
国
亡
命
政
府
（
以
下
、

亡
命
政
府
）
は
昨
年
１
０
月
２
６

日
、
自
由
イ
ン
ド
太
平
洋
連
盟

（
以
下
、
連
盟
）
の
結
成
式
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

結
成
式
に
お
い
て
亡
命
政
府
首
脳

部
は
、
亡
命
政
府
の
成
り
立
ち
や

活
動
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
満
州
民
族
と
連
盟
に

参
加
す
る
各
民
族
と
の
連
携
の
必

要
性
に
つ
い
て
訴
え
た
。

亡
命
政
府
は
１
９
８
３
年
、
中

国
共
産
党
に
よ
る
専
制
政
権
か
ら

離
脱
し
、
満
州
国
を
再
興
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
中
国
吉
林
省
東

部
（
旧
通
化
省
）
に
お
い
て
発
足
、

途
中
、
拠
点
を
米
国
に
移
転
し
、

現
在
は
米
国
お
よ
び
中
国
に
お
い

て
各
種
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
、
亡
命
政
府
は
初
め
て
メ

デ
ィ
ア
の
前
に
存
在
を
明
ら
か
に

し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

昨
今
の
米
国
に
よ
る
対
中
強
硬
政

策
の
発
動
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
激

化
、
国
際
社
会
に
よ
る
中
国
の
覇

権
主
義
へ
の
批
判
が
強
く
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
中
国
を
取
り
巻
く

国
際
情
勢
を
受
け
、
亡
命
政
府
と

し
て
中
国
共
産
党
へ
の
批
難
の
声

を
上
げ
、
各
国
・
各
組
織
と
の
連

携
及
び
協
力
に
つ
い
て
模
索
す
る

と
い
う
理
由
が
存
在
す
る
。

亡
命
政
府
首
脳
部
は
、
昨
年
末

日
本
に
お
け
る
活
動
を
開
始
す
る

た
め
、
駐
日
代
表
部
の
設
置
を
決

定
。
田
中
健
之
氏
に
同
代
表
へ
の

就
任
を
要
請
、
田
中
氏
は
要
請
を

受
け
入
れ
、
満
州
国
亡
命
政
府
顧

問
兼
任
駐
日
代
表
に
就
任
し
た
。

駐
日
代
表
部
の
設
置
に
よ
り
、
日

本
に
お
け
る
亡
命
政
府
の
活
動
が

開
始
さ
れ
、
今
後
、
満
州
国
再
興

の
た
め
の
各
種
活
動
が
活
発
化
す

る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。

〈
満
州
国
亡
命
政
府
外
交
政
策
〉

１
、
本
政
府
は
台
湾
、
香
港
、
チ

ベ
ッ
ト
、
（
満
洲
国
固
有
の
領
域

を
除
く
）
南
モ
ン
ゴ
ル
、
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
を
独
立
国
家
で
あ
る
べ

き
地
域
と
み
な
し
、
そ
の
独
立
に

関
わ
る
活
動
を
原
則
と
し
て
支
持
・

承
認
す
る
。

２
、
本
政
府
は
「
支
那
共
産
党
」

に
よ
る
不
法
な
政
権
で
あ
る
「
支

那
人
民
共
和
国
」
と
そ
の
支
配
を

承
認
せ
ず
、
自
由
で
開
か
れ
た
新

興
支
那
の
建
設
に
関
わ
る
活
動
を

原
則
と
し
て
支
持
・
承
認
す
る
。

ま
た
、
「
支
那
人
民
共
和
国
」
は

不
当
に
支
配
す
る
各
地
域
に
お
け

る
政
治
的
、
暴
力
的
抑
圧
を
謝
罪

し
、
補
償
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
る
。

３
、
本
政
府
は
大
東
亜
戦
争
を
危

殆
に
瀕
し
た
友
邦
日
本
の
存
立
お

よ
び
東
亜
の
安
定
を
保
持
す
る
た

め
や
む
を
得
ず
行
わ
れ
た
戦
争
で

あ
っ
た
と
み
な
し
、
そ
の
本
義
に

お
け
る
友
邦
日
本
の
侵
略
性
を
否

認
す
る
。

４
、
本
政
府
は
極
東
国
際
軍
事
裁

判
を
連
合
国
に
よ
る
戦
争
行
為
と

し
て
の
軍
律
審
判
と
み
な
し
、
そ

の
「
判
決
」
を
国
際
法
上
不
当
な

も
の
と
み
な
す
。
我
が
政
府
は
極

東
国
際
軍
事
裁
判
の
「
判
決
」
に

よ
る
「
刑
罰
」
に
よ
り
落
命
し
た

人
々
の
墓
所
、
お
よ
び
礼
拝
所
へ

の
参
拝
行
為
は
、
容
認
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

５
、
本
政
府
は
尖
閣
諸
島
、
竹
島
、

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
お

よ
び
択
捉
島
を
固
有
の
領
土
で
あ

る
と
す
る
日
本
政
府
の
見
解
を
支

持
す
る
。

６
、
本
政
府
は
朝
鮮
半
島
北
部
地

域
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
民
主
主

義
人
民
共
和
国
」
暴
虐
政
権
を
承

認
し
な
い
。
我
が
国
は
朝
鮮
半
島

の
統
一
に
つ
い
て
、
統
一
後
の
朝

鮮
半
島
に
お
け
る
国
家
が
近
隣
諸

国
の
立
場
を
理
解
か
つ
尊
重
し
、

相
互
の
友
好
関
係
の
増
進
に
努
め

る
も
の
と
認
識
し
た
う
え
で
こ
れ

を
容
認
す
る
。

７
、
本
政
府
は
現
在
の
世
界
情
勢

に
鑑
み
、
米
国
は
東
ア
ジ
ア
地
域

の
安
定
確
保
に
対
す
る
責
任
を
全

う
す
る
た
め
、
お
よ
び
共
産
主
義

勢
力
の
伸
長
を
抑
止
す
る
た
め
に

当
該
地
域
へ
の
駐
兵
を
継
続
す
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
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こ
の
た
び
ア
ジ
ア
新
聞
（
紙
版
）
が
創
刊
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
ア
ジ
ア
新
聞
は
、
既
に
電
子
版
に
お

い
て
、
一
般
紙
が
報
道
し
な
い
中
国
大
陸
内
の
民
主
化
運
動
、

ロ
シ
ア
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
中
心
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
小
さ
な
新
聞
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
報
道
の
内
容
は
、

大
き
な
歴
史
の
流
れ
を
つ
か
む
も
報
道
だ
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
今
か
ら
三
十
七
年
前
、
私
は
『
興
亜
民
報
』

（
後
に
改
題
『
自
由
ア
ジ
ア
』
、
『
ア
ジ
ア
時
論
』
）
と
い

う
月
刊
誌
を
刊
行
し
、
そ
の
中
で
中
国
や
ソ
連
の
反
体
制
運

動
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
武
装
組
織
の
動
向
な
ど
を
一
般
紙

に
先
駆
け
て
報
道
、
論
評
し
て
来
ま
し
た
。

本
、
『
ア
ジ
ア
新
聞
』
は
そ
の
後
継
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
電
子
版
と
し
て
ほ
ぼ
日
刊
と
し
て
刊

行
を
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
電
子
版
と
い
う
形
式
は
、
い
わ
ゆ
る
新
聞
と
う
形
式

と
は
異
な
り
、
同
時
代
的
に
進
行
し
て
い
る
全
体
の
世
界
情

勢
、
幅
広
く
見
る
と
い
う
事
に
は
不
便
で
あ
る
事
は
否
め
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
本
を
買
う
時
に
、
ど
の
よ
う
な
本
を
買
う
の

か
と
い
う
目
的
が
明
白
で
あ
れ
ば
ネ
ッ
ト
通
販
は
大
変
に
便

利
な
も
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
本
が
現
在
発
行
さ
れ
て
い

る
か
と
い
っ
た
、
出
版
物
全
体
を
見
渡
そ
う
と
し
た
場
合
に
、

そ
れ
を
把
握
す
る
の
に
い
さ
さ
か
不
便
な
こ
と
と
同
じ
事
で

す
。

本
屋
に
行
け
ば
、
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
本
を
目
に
し
て
、

手
に
取
り
、
興
味
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
買
っ
て
読
み
、
さ
ら
に

深
く
そ
の
内
容
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に
別
の
本
も
買
っ
て
み

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
は
そ
う
し
た

本
の
選
び
方
が
出
来
ま
せ
ん
。

新
聞
も
ま
た
同
様
で
す
。
一
枚
の
紙
に
報
道
、
特
集
、
文
化
、

歴
史
、
評
論
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
で
の
出
来
事
の
全
体
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
我
が
『
ア
ジ
ア
新
聞
』

は
現
代
的
な
様
式
で
あ
る
電
子
版
に
加
え
て
、
本
来
の
伝
統

的
な
様
式
の
紙
版
に
よ
る
『
ア
ジ
ア
新
聞
』
の
発
行
が
急
務

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
『
ア
ジ
ア
新
聞
』
の
紙
版
を
刊
行

す
る
事
が
で
き
る
と
い
う
事
は
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ

る
と
共
に
、
極
め
て
責
任
が
重
大
で
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
新
聞
と
い
う
も
の
は
社
会
の
木
鐸
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
ア
ジ
ア
新
聞
は
、
社
会
の
木
鐸
と
し
て
の
役
割
を
十

分
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご

教
授
。
ご
叱
咤
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
世
界
の
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
お
り
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
社
会
情
勢
に
目
を
向
け
鋭
く
切
り
込
ん

で
い
く
の
が
本
来
の
新
聞
・
報
道
の
役
割
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
ア
ジ
ア
新
聞
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
、

鋭
い
触
覚
を
持
ち
独
自
の
取
材
。
独
自
の
ニ
ュ
ー
ス
。
独
自

の
情
報
を
も
と
に
紙
面
を
構
成
し
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
新

聞
（
電
子
版
）
と
と
も
に
ア
ジ
ア
新
聞
（
紙
版
）
も
ど
う
ぞ

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
田
中

健
之
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ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

昨
年
１
０
月
１
８
日
、
安
倍
首
相

が
日
ロ
平
和
条
約
を
巡
り
、
日
本

政
府
が
「
北
方
領
土
の
帰
属
問
題

を
解
決
し
、
平
和
条
約
を
締
結
す

る
」
と
の
立
場
を
示
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
、
９
月
の
提
案
に
つ
い
て

「
北
方
領
土
問
題
は
継
続
協
議
し
、

棚
上
げ
し
た
り
、
交
渉
を
拒
否
し

た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
説

明
し
た
。
（
ロ
イ
タ
ー
通
信
）

親
日
派
と
言
わ
れ
る
プ
ー
チ
ン

大
統
領
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の

関
係
が
良
好
で
あ
る
と
さ
れ
る
安

倍
首
相
。
両
氏
に
対
す
る
日
ロ
関

係
改
善
の
期
待
は
高
い
。
し
か
し

な
が
ら
安
倍
氏
の
首
相
就
任
か
ら

現
在
ま
で
、
目
立
っ
た
成
果
は
上

が
っ
て
い
な
い
。

北
方
領
土
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な

り
一
向
に
進
展
し
な
い
日
露
関
係

で
あ
る
が
、
今
後
、
日
露
関
係
の

改
善
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

今
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
日
露
関

係
に
詳
し
い
田
中
健
之
氏
が
、
ロ

シ
ア
を
拠
点
と
し
、
日
本
に
海
外

事
務
所
を
置
く
「
Ｄ
ｒ
．
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」

の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
あ
る
「D

o
c

t
o
r

W
e
b

」C
E
O

のB
o
r
i
s

A
S
h
a
r
o
v

氏
に
日
ロ
交
流
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
関
し
伺
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
〉

（
田
中
健
之
氏

以
下
田
中
）
日

本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（B
o
r
i
s

A
S
h
a
r
o
w

氏

以

下B
o
r
i
s

）
中
学
校
の
授
業
で

空
手
の
授
業
が
あ
り
、
そ
の
授
業

の
時
に
「
日
本
語
の
響
き
が
面
白

い
」
と
思
い
日
本
語
を
学
ぼ
う
と

思
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

初
め
て
日
本
に
来
た
の
は
３
０

代
の
頃
で
し
た
。
ソ
連
が
崩
壊
し

た
後
で
す
。
そ
れ
で
も
若
い
頃
は

日
本
に
来
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
２
０
０
０
年
か
ら

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
日
本
へ
来
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
日
本
だ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
一
年
に
２
～
３
回
程
度
の

（
訪
日
す
る
）
機
会
が
あ
り
ま
す
。

（
田
中
）
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

は
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
い
が
か
で

す
か
？

（B
o
r
i
s

）
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
ど
こ
の
国
も
同
じ
で
す
が

（
ビ
ジ
ネ
ス
は
）
難
し
い
で
す
。

ど
こ
の
国
で
も
努
力
し
な
い
と
成

功
し
な
い
で
す
ね
。

（
田
中
）
日
本
の
技
術
は
い
か
が

で
す
か
？

（B
o
r
i
s

）
我
々
の
分
野
（
ア

ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
関
連
サ
ー

ビ
ス
）
の
技
術
で
い
う
と
、
日
本

は
遅
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
は
そ
の
遅
れ
を
と
り
戻

る
こ
と
に
長
け
て
い
ま
す
。

（
田
中
）
日
本
の
特
徴
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す

か
？

（B
o
r
i
s

）
こ
れ
は
よ
く
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
例
え
ば

こ
こ
の
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

て
い
る
）
喫
茶
店
は
と
て
も
快
適

で
す
よ
。
サ
ー
ビ
ス
が
素
晴
ら
し

い
。
他
の
国
に
は
な
い
も
の
で
す
。

（
田
中
）
こ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
る
と
、

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
ね
。

（B
o
r
i
s

）
ロ
シ
ア
も
今
、
も

の
す
い
速
度
で
社
会
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

自
国
国
民
の
意
見
を
無
視
し
て

「
情
報
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

全
て
の
分
野
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
な
ど
に
も
強
制
的
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
適
応
す
る
よ
う

に
求
め
る
の
は
厳
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

（
田
中
）
日
本
も
徐
々
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
適
応
す
る
よ
う
に
求
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
業
者

に
電
話
し
て
も
メ
ー
ル
で
し
か
受

け
付
け
な
い
と
か
。

〈
日
ロ
関
係
に
つ
い
て
〉

（
田
中
）
私
は
過
去
、
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
影
響
も

あ
っ
た
と
お
も
い
ま
す
が
、
ソ
ビ

エ
ト
は
赤
国
帝
国
主
義
で
、
い
ず

れ
日
本
を
侵
略
す
る
怖
い
国
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
１
９

９
２
年
に
ロ
シ
ア
に
行
っ
た
と
き

に
驚
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
人
は
、

日
本
人
以
上
に
日
本
に
興
味
が
あ

り
、
日
本
に
詳
し
か
っ
た
り
、
日

本
に
対
す
る
偏
見
が
な
か
っ
た
の

で
す
よ
。
な
に
よ
り
に
日
本
が
好

き
な
ん
で
す
よ
。

（B
o
r
i
s

）
そ
う
で
す
。
以
外

に
ロ
シ
ア
人
は
日
本
を
好
き
な
ん

で
す
。
日
本
に
対
す
る
憧
れ
も
あ

り
ま
す
ね
。

フ
セ
ヴ
ォ
ル
ド
・

オ
フ
チ
ン
ニ
コ
フ
氏
作
の
「
桜
の

枝
」
と
い
う
書
籍
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
本
は
日
本
を
肯
定
的
に
と
ら

え
た
本
で
、
当
時
（
ソ
ビ
エ
ト
時

代
）
、
国
民
が
入
手
で
き
る
情
報

が
制
限
さ
れ
る
中
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
日
本
に
肯
定
的
な
本
が

ロ
シ
ア
に
出
回
っ
た
と
い
う
こ
と

が
（
ロ
シ
ア
人
が
日
本
を
好
き
に

な
っ
た
）
原
因
の
一
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
田
中
）
今
で
も
結
構
日
本
の
を

好
き
な
人
多
い
の
で
す
か
？

（B
o
r
i
s

）
今
で
は
、
日
本
の

政
治
上
の
問
題
を
含
め
て
色
々
な

意
見
・
考
え
が
あ
り
ま
す
ね
。

（
田
中
）
逆
に
日
本
人
は
ロ
シ
ア

人
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
ね
。

（Boris

）
こ
の
前
の
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
ロ
シ
ア
を
訪

れ
た
日
本
人
に
話
を
聞
い
て
み
る

の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
田
中
）
私
は
、
実
際
に
ロ
シ
ア

に
行
き
、
ロ
シ
ア
人
が
日
本
・
日

本
人
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は

日
本
の
対
米
政
策
に
利
用
で
き
る

と
思
っ
た
の
で
す
よ
。
ロ
シ
ア
と

の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り

対
米
従
属
か
ら
脱
却
で
き
る
と
。

（B
o
r
i
s

）
日
本
の
経
済
は
ア

メ
リ
カ
に
依
存
し
す
ぎ
て
い
る
。

な
の
で
（
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
）

逆
ら
え
な
い
で
す
よ
ね
。
ア
メ
リ

カ
へ
の
依
存
度
が
高
す
ぎ
ま
す
。

そ
の
依
存
度
を
ロ
シ
ア
に
分
散
す

る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
安
全
保
障
で
も
同
じ
こ
と
が

言
え
ま
す
。
日
本
の
安
全
保
障
は

ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
す
ぎ
て
い
る
。

昨
年
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル

実
験
が
頻
繁
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

日
本
が
ミ
サ
イ
ル
実
験
の
度
に
大

騒
ぎ
す
る
の
は
、
他
国
に
安
全
保

障
を
依
存
し
て
い
る
証
左
で
す
。

自
身
で
守
れ
る
国
は
冷
静
で
す
よ
。

結
局
怖
い
か
ら
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に

騒
ぐ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
）
日
本
人
は
領
土
問
題
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
ま
す
。
（
領

土
問
題
は
）
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ

が
ロ
シ
ア
を
戦
争
に
引
き
込
ん
だ

結
果
生
じ
た
問
題
で
す
。
北
方
領

土
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
が
ロ
シ

ア
に
与
え
た
も
の
で
、
北
方
領
土

問
題
は
米
露
問
題
で
す
。
ア
メ
リ

カ
は
ヤ
ル
タ
密
約
に
よ
り
ロ
シ
ア

を
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
。
そ

の
代
わ
り
と
し
て
北
方
四
島
を
ロ

シ
ア
に
与
え
た
の
で
す
。

昨
年
９
月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
安
倍
首
相
に
前
提
条
件
な
し
に

平
和
条
約
を
結
ぼ
う
と
い
っ
た
の

に
は
安
全
保
障
上
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。
今
の
ま
ま
北
方
領
土
を
返

還
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
が

ロ
シ
ア
近
海
に
入
っ
て
く
る
。
そ

う
な
れ
ば
ロ
シ
ア
は
自
国
を
守
れ

な
く
な
り
ま
す
。

（B
o
r
i
s

）
こ
う
い
う
こ
と
を

言
え
ば
誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
北
方
領
土
で
ロ
シ
ア
は

日
本
人
を
何
人
殺
し
ま
し
た
か
？

と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は

日
本
人
を
何
人
殺
し
ま
し
た
か
？

な
ぜ
ロ
シ
ア
は
許
さ
な
い
の
に
ア

メ
リ
カ
は
ゆ
る
す
の
で
す
か
？

（
田
中
）
日
本
と
ロ
シ
ア
の
関
係

を
改
善
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
？

（B
o
r
i
s

）
今
の
ま
ま
で
良
い

と
思
い
ま
す
。
歴
史
を
見
る
に
、

仲
良
く
な
る
た
め
に
は
、
戦
争
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

今
の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
民
間
の
交
流
を
進
め
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

上
の
メ
リ
ッ
ト
が
お
互
い
に
あ
れ

ば
交
流
は
す
す
み
ま
す
。
交
流
が

進
め
ば
互
い
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
れ
ば
関
係
が
悪
化
す
る
余

地
は
な
く
な
り
ま
す
。

（
田
中
）
私
の
先
祖
（
内
田
良
平

氏
）
が
設
立
し
た
黒
龍
会
と
い
う

組
織
が
あ
る
の
で
す
が
、
黒
龍
会

の
由
来
は
黒
龍
江
、
ア
ム
ー
ル
で

す
。
そ
の
黒
龍
会
は
、
当
時
の
ロ

シ
ア
問
題
に
注
目
、
ロ
シ
ア
・
ロ

シ
ア
人
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
ロ
シ
ア
語
学
校
を
開

校
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
ロ
協
会

を
設
立
し
、
ハ
ル
ピ
ン
に
も
学
校

（
ハ
ル
ピ
ン
学
院
）
を
開
校
し
て

い
ま
す
。
サ
ラ
ト
フ
の
飢
餓
の
救

援
も
行
い
ま
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
時

代
に
は
、
（
日
本
と
ソ
ビ
エ
ト
）

両
国
の
社
会
体
制
が
違
う
か
ら
と

い
っ
て
国
交
が
な
い
と
い
う
の
は

お
か
し
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
資
金
を
調
達
し
北
方
領

土
に
柔
道
場
を
作
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
柔
道
交
流
を
行

え
ば
民
間
交
流
の
第
一
歩
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（B
o
r
i
s

）
我
社
は
２
０
０
４

年
か
ら
日
本
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
ま
し
た
が
、
そ
の
交
流
を
通
じ
、

真
の
交
流
と
は
何
か
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
観
光
や
公
式
的
な
会
議
に
参

加
す
る
こ
と
が
交
流
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

で
よ
り
深
い
付
き
合
い
が
必
要
に

な
っ
て
初
め
て
日
本
人
の
生
活
や

考
え
方
な
ど
が
わ
か
り
、
本
当
の

意
味
で
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

私
の
息
子
も
色
々
な
人
と
形
式

的
な
も
の
で
は
な
い
〝
深
い
交
流

″
を
し
て
い
ま
す
。
良
い
交
流
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
交
流
を
し
て
初
め
て
日
本
・
日

本
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

形
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
田
中
）
言
葉
は
悪
い
の
で
す
が

底
辺
に
お
け
る
交
流
が
重
要
で
す
。

私
は
日
本
に
い
る
ロ
シ
ア
人
の
生

活
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
家

庭
の
問
題
や
ビ
ザ
の
問
題
、
仕
事

の
問
題
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

支
援
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
困
っ

た
と
き
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

が
真
の
友
好
で
あ
り
交
流
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。

日
本
と
ロ
シ
ア
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
理
解
の
度
合
い
に
差
が
あ
り
す

ぎ
る
。
日
本
は
ロ
シ
ア
を
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
い
。
そ
の
相
互
の
理
解

の
差
も
交
流
を
妨
げ
て
い
る
。
ロ

シ
ア
が
日
本
と
一
番
近
い
国
と
い

う
こ
と
で
す
ら
日
本
人
で
わ
か
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
。

〈
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
〉

（
田
中
）
日
本
で
は
、
中
国
や
北

朝
鮮
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
国
家
に
よ
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

（B
o
r
i
s

）
各
国
情
報
機
関
は

情
報
が
と
れ
る
手
段
は
な
ん
で
も

利
用
し
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社
会
に
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

か
ら
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
に
、
そ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ

た
と
い
う
だ
け
で
す
。

（
田
中
）
日
本
で
は
あ
る
種
の
神

話
の
よ
う
に
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
が
日
本
に
対
し
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
行
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
も
同
様

に
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

（B
o
r
i
s

）
そ
の
通
り
で
す
。

報
道
さ
れ
て
い
る
の
が
中
国
、
ロ

シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い
う
だ
け
で
す
。

サ
イ
バ
ー
空
間
で
情
報
収
集
し
て

い
る
の
は
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝

鮮
だ
け
で
は
な
く
全
て
の
国
が
同

様
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
い
て
は
、

情
報
収
集
の
み
な
ら
ず
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
た
め
の
高
度
な
や
り
と
り

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
例
を

挙
げ
る
と
、
２
０
１
４
年
頃
に
韓

国
に
対
し
て
行
わ
れ
た
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
つ
い
て
、
韓
国
政
府
は
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を
行
っ
た
の
は
北
朝

鮮
で
あ
る
と
断
定
し
た
と
い
う
報

道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国
側
は
、

北
朝
鮮
の
犯
行
だ
と
断
定
す
る
理

由
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
「
ハ
ン
グ

ル
文
字
」
を
根
拠
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
当
該
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
解
析
を
行
っ
た
我
々
に
言

わ
せ
る
と
、
そ
れ
は
根
拠
に
は
な

り
得
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
プ
ロ
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
ハ
ン
グ
ル
文
字

を
残
す
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
北
朝
鮮
の
犯
行

に
見
せ
か
け
た
他
国
の
犯
行
で
あ

る
可
能
性
の
方
が
高
い
と
言
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
犯
人
特
定
が
困

難
な
こ
と
を
い
い
こ
と
に
、
サ
イ

バ
ー
技
術
と
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
実
際
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
報
道
を
鵜
呑
み
に
し

な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

現
在
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
技
術

で
い
え
ば
ア
メ
リ
カ
が
最
も
高
度

な
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
界
の
メ
デ
ィ
ア
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
の
も
ア
メ
リ
カ
で
す
。

中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
が
行
う

サ
ー
バ
ー
攻
撃
の
み
が
報
道
さ
れ

て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ

を
望
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
ア
メ

リ
カ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

情
報
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
？
そ
れ
は
、
ス
ノ
ー

デ
ン
氏
の
証
言
を
み
れ
ば
明
ら
か

で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
国
内
の
省
庁
間
に

お
い
て
も
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け

る
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
わ
か
る
事
例
な
の
で
す
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
企
業
が
開
発
し
た
キ
ー

ロ
ガ
ー
対
策
ソ
フ
ト
を
ア
メ
リ
カ

国
務
省
が
採
用
し
た
と
こ
ろ
、F

B
I

に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
企
業
及

び
キ
ー
ロ
ガ
ー
対
策
ソ
フ
ト
に
対

す
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｆ

Ｂ
Ｉ
が
国
務
省
に
仕
掛
け
た
キ
ー

ロ
ガ
ー
が
対
策
ソ
フ
ト
に
よ
り
機

能
し
な
く
な
っ
た
た
め
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
りF

B
I

に
よ
る
国
務
省

監
視
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ
や
マ
カ
フ
ィ
ー

な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
息
が
か
か
っ

て
い
る
企
業
の
ソ
フ
ト
は
、
ア
メ

リ
カ
当
局
の
使
用
し
て
い
る
マ
ル

ウ
ェ
ア
を
検
知
で
き
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ら
注
意
が
必
要
で

す
。
我
々
の
業
界
に
お
い
て
は
常

識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
田
中
）
昨
今
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
特
徴
・
ト
レ
ン
ド
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？

（B
o
r
i
s

）
話
題
に
な
っ
て
い

る
攻
撃
と
話
題
に
な
っ
て
い
な
い

攻
撃
が
あ
り
ま
す
。
話
題
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
は
い
つ
も
同
じ
で
、

情
報
を
盗
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

話
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
犯

罪
に
関
連
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
会
社
の
宣
伝
の

た
め
、
あ
え
て
話
題
に
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
後
者
の
攻
撃
の
手

口
は
常
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
手
口
に
９
割
の
ユ
ー
ザ
ー
が

騙
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
田
中
）
中
国
製
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
は
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

（B
o
r
i
s

）
我
々
も
そ
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
最
近

某
中
国
企
業
か
ら
自
社
の
フ
ァ
ー

ム
ウ
ェ
ア
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。
４
回
ほ
ど
（
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
）
依
頼
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
て
の
検
査
で
ウ
イ
ル
ス

を
検
知
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
我
々

の
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
（
埋
め
込
ん

だ
ウ
イ
ル
ス
が
）
検
知
さ
れ
な
か
っ

た
ら
製
品
と
し
て
発
表
す
る
予
定

な
の
で
し
ょ
う
。
日
本
で
販
売
さ

れ
て
い
る
大
手
メ
ー
カ
ー
製
の
中

国
製
ス
マ
ホ
は
大
丈
夫
だ
と
思
い

ま
す
が
、
中
国
製
の
ス
マ
ホ
は
ほ

と
ん
ど
が
下
請
会
社
で
作
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
段
階
で
ウ
イ
ル
ス
が

埋
め
込
ま
れ
て
い
る
場
合
も
否
定

で
き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

（
田
中
）
個
人
と
し
て
注
意
す
る

べ
き
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

（B
o
r
i
s

）
我
々
の
企
業
は
、O

S

と
し
てW

i
n
do

w
s

を
使
用
し
た

ら
、
す
べ
と
の
情
報
が
ア
メ
リ
カ

に
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
に
、
ア
ッ
プ
ル
社
の
ア

イ
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
誰
か
に
情
報
を
共
有
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
注
意
す
べ
き
こ
と
は
自

ず
と
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
）
し
か
し
知
ら
な
い
間
に

情
報
が
流
出
す
る
と
い
う
の
は
怖

い
で
す
ね
。

マ
ル
ウ
ェ
ア
に
対
し
て
は
対
策

を
と
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
怖

く
な
い
で
す
よ
。

（
田
中
）
先
程W

i
n
d
o
w
s

の
危

険
性
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し

た
が
、O

S

は
や
は
りL

i
n
u
x

が

安
全
な
の
で
し
ょ
う
か

（B
o
r
i
s

）
使
用
の
用
途
に
も

よ
り
ま
す
が
安
全
性
で
言
え
ばW

i
n
d
o
w
s

に
比
べ
れ
ばL

i
n
u
x

が

良
い
で
し
ょ
う
。
完
全
なO

S

は

な
い
の
で
、
本
当
に
重
要
な
情
報

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
手
段
と
併
せ

て
保
管
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
安
全
性
を
売
り
に
し
て
い
た

M
a
c

に
お
い
て
も
、
過
去
に
大
規

模
な
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
ド
ク
タ
ー
ウ
ェ
ブ
が
発
見
を

し
た
の
で
す
が
、M

a
c

ユ
ー
ザ
ー

４
５
０
０
万
人
の
う
ち
６
０
万
人

の
感
染
を
確
認
し
ま
し
た
。

〈B
o
r
i
s

A
S
h
a
r
o
w

氏
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

「
Ｄ
ｒ
．
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
チ
ウ
イ
ル

ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
の
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
Ｄ
ｒ
．
Ｗ
Ｅ
ＢC

E
O

。
１
９

６
０
年
８
月
１
日
生
ま
れ
。
モ
ス

ク
ワ
出
身
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

諸
国
大
学
卒
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